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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の掛止孔を有するフランジが設けられた支柱に取り付けられる仮設足場用部材であ
って、
　円筒状のパイプ部材と、
　前記パイプ部材の少なくとも一端に連通するように接続され、前記フランジを上下方向
に狭み込むための側面開口、上面に形成された上面開口及び下面に形成された下面開口を
それぞれ有する連結部材と、
　前記連結部材の上面開口、前記フランジの掛止孔及び前記連結部材の下面開口にこの順
序でそれぞれ挿入することにより前記フランジと前記連結部材とを連結するための略長尺
状のくさび部材とを有し、
　前記連結部材及びそれに連通されたパイプ部材には、
　前記くさび部材の未使用時に、前記くさび部材を収納状態に保持する空間部が設けられ
ていることを特徴とする、仮設足場用部材。
【請求項２】
　前記連結部材は、
　前記上面開口の長手方向の長さが、前記くさび部材の下部先端が前記パイプ部材に向け
て斜め方向に挿入可能な長さに形成されており、
　前記パイプ部材の内表面の一部は、
　連通する前記連結部材及び前記パイプ部材に前記くさび部材が収納状態に保持される際
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、前記くさび部材の先端が当接される当接部とされている、請求項１に記載の仮設足場用
部材。
【請求項３】
　前記くさび部材の上端部には、
　前記くさび部材全体が前記連結部材の上面開口から内部に入り込まないように、前記連
結部材の上面開口縁に掛止される突出部が形成されている、請求項１または２に記載の仮
設足場用部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば建築現場等で組み立てられる仮設足場において用いられる仮設足場用
部材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、マンション等の増改築や改修工事（塗装、タイル貼り、防水補修又はひび補修等
）が実施される建築現場においては、建築物の周囲に作業者が高所作業を行うための仮設
足場が組み立てられる。仮設足場としては、例えば各部材を連結する際、くさび部材が用
いられるくさび緊結式足場が知られている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　図９は、従来のくさび緊結式足場において支柱２１に取付けられる水平材２２を示した
図である。同図によれば、支柱２１には所定間隔を隔ててフランジ２３が設けられ、フラ
ンジ２３には、複数のフランジ孔２４が形成されている。複数のフランジ孔２４のうちい
ずれかのフランジ孔２４には、水平材２２が嵌合されて取付けられる。
【０００４】
　水平材２２は、円筒状のパイプ部材２５と、その両端に設けられた連結部材２６と、連
結部材２６と支柱２１のフランジ２３とを連結するためのくさび部材２７とを備えている
。
【０００５】
　連結部材２６は、側面視で略わに口状に形成されている。すなわち、連結部材２６は、
支柱２１側の側面に側面開口２８が形成され、その上面にくさび部材２７を挿入するため
の上面開口２９が形成され、その下面に、挿入されたくさび部材２７が突出される下面開
口３０がそれぞれ形成されている。側面開口２８、上面開口２９及び下面開口３０は、そ
れぞれ連結部材２６の内部で連通されている。
【０００６】
　くさび部材２７は長尺状に形成され、その上端部には、ハンマー等で衝打される幅広の
衝打部２７ａが形成されている。また、くさび部材２７の下端部には、幅方向に突出した
突出部３１が形成されている。
【０００７】
　上記構成において、仮設足場の組立時に水平材２２を支柱２１に取付ける際、図９に示
すように、連結部材２６の側面開口２８をフランジ２３にあてがう。次いで、図１０に示
すように、くさび部材２７を上面開口２９と、フランジ２３のフランジ孔２４とに挿入し
、先端を連結部材２６の下面開口３０から突出させる。その後、衝打部２７ａを例えばハ
ンマー等で衝打することにより、くさび部材２７は、フランジ孔２４に強固に固定され、
これにより水平材２２は支柱２１に取付けられる。
【０００８】
　しかしながら、このような水平材２２においては、以下に示す問題点があった。すなわ
ち、連結部材２６の側面開口２８をフランジ２３にあてがう場合、図１１に示すように、
くさび部材２７が連結部材２６の内部に縦方向に挿入された状態では、くさび部材２７が
邪魔になり連結部材２６をフランジ２３にあてがうことができない。そのため、図１２に
示すように、くさび部材２７が邪魔にならないように、くさび部材２７を連結部材２６の
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上方に載置させその状態を保持しながら連結部材２６をフランジ２３にあてがう必要があ
る。
【０００９】
　ところが、このような状態で連結部材２６をフランジ２３にあてがおうとすると、くさ
び部材２７が不安定となり、水平材２２をフランジ２３に取付ける際、作業性が損なわれ
るといった問題点があった。また、仮設足場の解体時に、フランジ２３から水平材２２を
取外すときも、同様の問題点が生じていた。
【００１０】
　また、上記水平材２２は、多数の水平材２２が例えば一箇所にまとめられて保管された
り他の建築現場等に運搬されたりする。しかしながら、上記水平材２２では、図１１及び
図１２に示すように、連結部材２６からくさび部材２７が突出した状態となっているため
、水平材２２の保管時又は運搬時に大きなスペースを要するといった問題点があった。
【００１１】
　また、連結部材２６からくさび部材２７が突出しているため、運搬時の振動等でくさび
部材２７の先端が他の部材と衝突しくさび部材２７が損傷するといった問題点も生じてい
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】実開昭６３－３７５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、上記した事情のもとで考え出されたものであって、支柱への取付け時及び取
外し時に良好な作業性を有しかつ少ないスペースで保管及び運搬を行うことのできる仮設
足場用部材を提供することをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明によって提供される仮設足場用部材は、複数の掛止孔を有するフランジが設けら
れた支柱に取付けられる仮設足場用部材であって、円筒状のパイプ部材と、前記パイプ部
材の少なくとも一端に連通するように接続され、前記フランジを上下方向に狭み込むため
の側面開口、上面に形成された上面開口及び下面に形成された下面開口をそれぞれ有する
連結部材と、前記連結部材の上面開口、前記フランジの掛止孔及び前記連結部材の下面開
口にこの順序でそれぞれ挿入することにより前記フランジと前記連結部材とを連結するた
めの略長尺状のくさび部材とを有し、前記連結部材及びそれに連通されたパイプ部材には
、前記くさび部材の未使用時に、前記くさび部材を収納状態に保持する空間部が設けられ
ていることを特徴としている。
【００１５】
　本発明の仮設足場用部材において、前記連結部材は、前記上面開口の長手方向の長さが
、前記くさび部材の下部先端が前記パイプ部材に向けて斜め方向に挿入可能な長さに形成
されており、前記パイプ部材の内表面の一部は、連通する前記連結部材及び前記パイプ部
材に前記くさび部材が収納状態に保持される際、前記くさび部材の先端が当接される当接
部とされているとよい。
【００１６】
　本発明の仮設足場用部材において、前記くさび部材の上端部には、前記くさび部材全体
が前記連結部材の上面開口から内部に入り込まないように、前記連結部材の上面開口縁に
掛止される突出部が形成されているとよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、連結部材及びそれに連通されたパイプ部材には、くさび部材の未使用
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時に、くさび部材を収納状態に保持する空間部が設けられているので、くさび部材を連結
部材及びパイプ部材に収納した状態で支柱への取付け及び取外しを行うことができる。そ
のため、その際の作業性を向上させることができる。また、保管や運搬をできる限り少な
いスペースで行うことができ、運搬時の振動等で部材を損傷することを抑制することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る仮設足場用部材としての水平材が支柱に取付けられる場合の部分分
解斜視図である。
【図２】水平材及び支柱の部分側面図である。
【図３】連結部材の外形図であり、（ａ）は平面図を示し、（ｂ）は底面図を示す。
【図４】くさび部材を収納した状態の水平材を示す部分側面図である。
【図５】くさび部材を収納した状態の水平材を示す部分側面図である。
【図６】くさび部材を収納した状態の水平材を示す部分断面図である。
【図７】水平材を支柱に取付ける際の作用を説明するための図であり、（ａ）は取付ける
前の状態を示し、（ｂ）は取付けられた後の状態を示す。
【図８】水平材を運搬するときの概略図である。
【図９】従来の水平材が支柱に取付けられる場合の部分分解斜視図である。
【図１０】従来の水平材の部分断面図である。
【図１１】従来の水平材の部分側面図である。
【図１２】従来の水平材を支柱に取付けるときの状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態につき、図面を参照して具体的に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明に係る仮設足場用部材としての水平材１が支柱２に取付けられる場合の
部分分解斜視図であり、図２は、水平材１及び支柱２の部分側面図である。図３は、連結
部材の外形図であり、（ａ）は平面図を示し、（ｂ）は底面図を示す。
【００２１】
　本発明に係る仮設足場用部材としての水平材１は、建築工事現場等の仮設足場において
、支柱２間に介在されて設けられ、上下方向に延びた支柱２を支持するための部材である
。支柱２は、仮設足場において建築物（図略）の外面に沿って所定間隔を隔てて複数立設
されている。各支柱２には、上下方向に所定間隔を隔てて複数のフランジ３が設けられて
いる。各フランジ３には、例えば四方に向くように４つの掛止孔４が形成されている。こ
れらの掛止孔４には例えば水平材１が掛止され、これにより水平材１は支柱２に取付けら
れる。
【００２２】
　水平材１は、円筒状のパイプ部材５と、パイプ部材５の両端に設けられた連結部材６と
（図１では片端のみ記載されている。）、連結部材６の内部に貫入されるくさび部材７と
によって構成されている。
【００２３】
　パイプ部材５は、内部に空間部５ａ（図１参照）が形成されており、パイプ部材５の直
径は例えば約４２．７ｍｍとされ、パイプ部材５の板厚は例えば約２．３ｍｍとされてい
る。パイプ部材５の両端には、連結部材６が例えば溶接されて接続される。
【００２４】
　連結部材６は、水平材１を支柱２のフランジ３に掛止させるためのものである。連結部
材６は、全体形状が略円筒状とされ、支柱２側が略わに口状に形成されるとともに、側面
視で支柱２側に向かうほど広がるようにテーパが形成されている。連結部材６は、内部に
空間部６ａ（図３参照）が形成されている。連結部材６には、この空間部６ａに連通され
、フランジ３を上下方向から狭み込むための側面開口１１が形成されている。側面開口１
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１は、一方の側面から支柱２側の側面及び他方の側面にわたって水平方向に連続するよう
に形成されている。
【００２５】
　側面開口１１において一方の側面及び他方の側面の開口高さＨ１（図２参照）は、支柱
２のフランジ３の厚みよりやや大とされている。また、側面開口１１において支柱２側の
側面の開口高さＨ２は、側面の開口高さＨ１より大とされている。これにより、水平材１
を支柱２に取付ける際、フランジ３に連結部材６の側面開口１１をあてがい易くなるとい
った利点がある。
【００２６】
　連結部材６は、図３（ａ）に示すように、その上面に支柱２側近傍からパイプ部材５側
の周端に至って上面開口１２が形成されている。上面開口１２の幅Ｗ１（奥行き方向の幅
）は、くさび部材７の厚みよりやや大とされている。
【００２７】
　また、上面開口１２の長さＬ（厳密には連結部材６にパイプ部材５が溶接されて接続さ
れた後の開口長さ）は、くさび部材７の長さの約１／２とされている。具体的には、例え
ば上面開口１２の長さＬは、約５０ｍｍとされ、くさび部材７の長さは約１００ｍｍとさ
れる。すなわち、連結部材６の上面開口１２は、従来の構成の連結部材６に比べ比較的長
く形成されている。そのため、後述するようにくさび部材７を連結部材６及びパイプ部材
５の内部に収納する際、くさび部材７の下端をパイプ部材５側に向け、かつくさび部材７
を斜め方向に倒しながら連結部材６及びパイプ部材５の内部に挿入することができる。
【００２８】
　連結部材６は、図３（ｂ）に示すように、その下面が支柱２側近傍からパイプ部材５側
の周端に至って下面開口１３が形成されている。下面開口１３のパイプ部材５側の幅Ｗ２
は、くさび部材７の厚みよりやや大とされている。下面開口１３のうち支柱２側の幅Ｗ３
は、パイプ部材５側の幅Ｗ２に比べやや幅広に形成されている。より具体的には、下面開
口１３の支柱２側の幅Ｗ３は、くさび部材７のうち突出部７ｂ（後述）の形成部分が貫通
可能な幅とされる一方、パイプ部材５側の幅Ｗ２は、上記突出部７ｂの形成部分が貫通不
可の幅とされている。このパイプ部材５側の幅Ｗ２は、上面開口１２の幅Ｗ１と同程度と
されている。
【００２９】
　くさび部材７は、長尺状に形成され、上端部７ａは奥行き方向に幅広に形成されている
。くさび部材７は、この上端部７ａにより上面開口１２の周縁で掛止され、くさび部材７
全体が上面開口１２を通じて連結部材６の内部に入り込まないようになっている。また、
くさび部材７の下端部近傍には、奥行き方向に突出した突出部７ｂが形成されている。く
さび部材７は、この突出部７ｂにより、この形成部分が連結部材６の内部に挿入可能であ
る一方、上面開口１２を通じて上方側に抜脱しないようになっている。
【００３０】
　上記水平材１の構成によれば、くさび部材７をパイプ部材５及び連結部材６の内部に収
納することが可能となる。まず、くさび部材７が収納されるときの手順について説明する
。通常、くさび部材７は、図４に示すように、連結部材６に対して上下方向に延びた状態
で収納されている。このとき、くさび部材７は、その上端部７ａが連結部材６の上面開口
１２の上端で支持され、連結部材６の内部に入りこまない。
【００３１】
　例えば作業者は、この状態で白矢印Ａに示すように、くさび部材７の上端部７ａを把持
し、下面開口１３の幅広部分をくさび部材７の突出部７ｂが通過するように持ち上げる。
次いで、作業者は、くさび部材７の突出部７ｂが連結部材６の空間部６ａに位置するまで
くさび部材７を移動させ、その後、図５の白矢印Ｂに示すように、くさび部材７の上端部
７ａを連結部材５の先端側に倒す。
【００３２】
　そして、作業者は、図６に示すように、くさび部材７の先端がパイプ部材５の空間部５
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ａに向かうようにくさび部材７を押し込む。これにより、くさび部材７は、パイプ部材５
の空間部５ａ及び連結部材６の空間部６ａに収納され、くさび部材７の大部分が外部に突
出しないようにされる。このとき、パイプ部材５の内表面の一部は、くさび部材７の先端
と当接される。
【００３３】
　本実施形態の水平材１によれば、上記のようにして、くさび部材７の大部分がパイプ部
材５及び連結部材６の空間部５ａ，６ａに収納される。仮設足場の組立時には、水平材１
は、この収納状態で支柱２に取付けられる。すなわち、作業者は、図７に示すように、こ
の状態で支柱２のフランジ３に水平材１の連結部材６をあてがう。この場合、くさび部材
７は、パイプ部材５及び連結部材６の空間部５ａ，６ａに収納されているので、例えば作
業者は片手で水平材１を容易に支持して、フランジ３に連結部材６をあてがうことができ
る。
【００３４】
　その後、作業者は、くさび部材７の上端部７ａを把持して持ち上げ、くさび部材７の先
端をフランジ３の掛止孔４に挿通させ、連結部材６の下面開口１３からくさび部材７の先
端を突出させる。そして、作業者は、くさび部材７の上端部７ａをハンマー等で衝打する
ことにより、図２に示したように、水平材１は支柱２のフランジ３に強固に固定される。
【００３５】
　このように、本実施形態によれば、くさび部材７をパイプ部材５及び連結部材６の空間
部５ａ，６ａに収納した状態で水平材１を容易に支柱２に取付けることができる。そのた
め、仮設足場の組立時、水平材１を支柱２に取付ける際の作業性を向上させることができ
る。また、仮設足場の解体時、水平材１を支柱２から取外すときも、上記と同様の作用を
奏することができる。
【００３６】
　また、本実施形態の水平材１によれば、くさび部材７を連結部材６及びパイプ部材５の
空間部５ａ，６ａに収納することができるので、保管時や運搬時のスペースを少なくする
ことができる。すなわち、多数の水平材１を例えば図８に示すように、できる限り隙間を
少なくしてハニカム状に並べてバンド１５等で束ねることができる。したがって、保管時
には保管スペースを有効利用できるとともに、運搬時には大量の水平材１を運搬すること
ができる。
【００３７】
　さらに、水平材１の運搬時には、従来の構成のように突出部分をなくすことができるの
で、例えばくさび部材７を損傷することを抑制することができる。
【００３８】
　なお、本発明の範囲は上述した実施の形態に限定されるものではなく、発明の範囲を逸
脱しない範囲で種々の変更を行うことができる。例えば上記実施形態における水平材１を
構成するパイプ部材５、連結部材６及びくさび部材７等の各部材の数、形態、大きさ及び
構造等は、上記実施形態に限るものではなく適宜設計変更可能である。
【００３９】
　また、本発明に係るくさび部材の収納構造は、水平材に限るものではなく、フランジを
有する支柱に連結される部材、例えば壁当て部材やブラケット等に適用することができる
。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　水平材
　２　　支柱
　３　　フランジ
　４　　掛止孔
　５　　パイプ部材
　５ａ　空間部（パイプ部材の）



(7) JP 5904668 B2 2016.4.13

　６　　連結部材
　６ａ　空間部（連結部材の）
　７　　くさび部材
　７ａ　上端部
１１　　側面開口
１２　　上面開口
１３　　下面開口

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】
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【図１２】



(10) JP 5904668 B2 2016.4.13

10

フロントページの続き

(56)参考文献  実開平０４－０６８１５０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平１１－１８２０２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５８－０６５８６１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｇ　　　７／３２　　　　
              Ｅ０４Ｇ　　　７／２２　　　　
              Ｅ０４Ｇ　　　１／１２
              Ｅ０４Ｇ　　　７／３４
              Ｆ１６Ｂ　　　７／０４
              Ｆ１６Ｂ　　　２／１４
              Ｅ０４Ｂ　　　１／５８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

